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発刊にあたり
　08年度に上場来初の連結赤字に陥ったデンソーは、構造改革3ヵ年方針を策定し、グループ一丸となって徹底した
固定費削減と合理化策に取り組んだ結果、09年度は黒字化することに成功している。本格的な回復にはまだ時間がか
かるとみて、徹底的な削減で事業体質をさらにスリム化し、70%程度の操業率でも利益を出せる強固な企業体質を構
築する方針であるが、その一方で次の成長に向けた取り組みも強化し、戦略的全社横断プロジェクト｢DENSO　Project
(DP)｣が軸となって、電動化／小型化／システム化をキーワードに燃費改善・CO2削減に向けた技術革新、低コスト化
技術の確立、付加価値の向上などに努め、次世代をリードする新システム／製品や成長著しい新興国市場向け最適部
品の開発に力を注ぐとしている。
　今回の｢デンソーグループの実態調査2010年版」では、事業体質をスリム化／次の成長に向けた取り組みを基本方
針ととする構造改革3ヵ年方針のほか、最新のデータを基に事業概要、国内生産・販売戦略、設備投資戦略、購買購
買戦略、国際戦略、環境への取り組みなどを詳報しています。また、自動車／新規事業分野における新技術動向、最
新の職制・人事による各事業グループの研究開発体制を明らかにしているほか、グループ企業や飛翔会加盟企業をは
じめとする協力部品メーカーの会社概要、デンソーとの取引状況、資本・人事交流などを調査・報告しています。

好評受付中！
■体　　裁：Ａ４判／５７８頁
■定　　価：１０２，９００ 円

（価格は税込、送料込み）
2010年4月16日発刊

デンソーグループの実態調査
　　　　　　　　　　　2010年版

　　　　　　　        収益構造の抜本的改革を進めるＤＥＮＳＯ
　  最新人事による各事業グループの研究開発体制から、その未来戦略を解明！

《 内 容 見 本 》
「デンソーグループの実態調査
　　　　　　　　　  2010年版」より
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デバイス事業部 加藤之啓部長
ディスプレイ、パワーICなど半導体デバイス製品の技術開
発、設計、生産

デバイス実装開発室 山内　毅室長

車載用電子／半導体製品に搭載するスマートアクチュエー
ターの技術開発、同製品の高機能化に繋がる先進的な実装
技術、コンピュータの実装技術、半導体製品の次世代パッ
ケージ開発、半導体製品およびセンサの次世代実装技術開
発など

半導体先行開発室 石原秀昭室長

10～20年先の製品化を見据えた車載半導体の集積回路技術
(マイクロプロセッサ、車載ネットワーク、画像認識、A／
Dコンバーター、スイッチング電源、パワー駆動回路、セ
ンサ信号処理など)、EHV向けパワーエレクトロニクス技術
(電力変換回路技術、高効率・低雑音駆動技術、センシン
グ技術、制御技術、シミュレーション技術)の先行開発、
ソフト開発、FPGA検証、試作・評価

ディスプレイ技術室 片山雅之室長 無機EL／有機ELディスプレイの技術開発
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　　Ⅰ－４　基礎研究所
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　　Ⅰ－６　研究開発２部
　　Ⅰ－７　研究開発３部
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　　Ⅰ－９　ＩＴ企画部
　第Ⅱ章　パワトレイン機器事業グループ
　　Ⅱ－１　ハイブリッドシステム開発部
　　Ⅱ－２　パワトレイン制御開発部
　　Ⅱ－３　ディーゼル噴射事業部
　　Ⅱ－４　ガソリン噴射事業部
　　Ⅱ－５　エンジン機器事業部
　　Ⅱ－６　機能品事業部
　第Ⅲ章　電気機器事業グループ
　　Ⅲ－１　電気開発部
　　Ⅲ－２　電気制御機器部
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　第Ⅴ章　熱事業グループ
　　Ⅴ－１　熱システム開発部
　　Ⅴ－２　熱エレクトロニクス開発部
　　Ⅴ－３　熱交換器開発部
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　　Ⅴ－５　熱機器事業部
　　Ⅴ－６　空調冷熱事業部
　第Ⅵ章　情報安全事業グループ
　　Ⅵ－１　情報安全システム開発部
　　Ⅵ－２　ＩＴＳ事業部
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　　Ⅵ－４　ボデー機器事業部
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　　Ⅶ－１  生活関連機器
　　Ⅶ－２  産業機器
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　第Ⅰ章　デンソーグループ
　第Ⅱ章　飛翔会加盟企業
　第Ⅲ章　その他協力企業

第Ⅰ部では、沿革、事業内容、組織体制、グループ企業の構成、国内外メーカーとの提携状況、自動車部品／生活関連機器・産業機
器事業における主要製品と売上構成比、将来ビジョンなどデンソーの事業概要をみていきます。
第Ⅱ部では、国内生産・販売戦略、設備投資計画、購買方針、環境への取り組み、海外での事業展開を詳報するほか、役員の担当分
野と経歴、グループ各社の資本人事・交流を調査・報告しています。
第Ⅲ部では、自動車部品(パワートレイン関係製品／空調関係製品／ボディ関係製品／走行安全関係製品／情報通信関係製品)の新技
術・次世代技術動向、生活関連機器・産業機器における研究開発動向をみていきます。
第Ⅳ部では、最新の職制・人事を基に｢技術開発センター｣をはじめ、｢パワトレイン機器事業グループ｣｢電気機器事業グループ｣｢電子
機器事業グループ｣｢熱機器事業グループ｣｢情報安全事業グループ｣の5事業グループ、｢生活関連機器・産業機器事業｣における研究開
発体制、各部門の担当分野を詳報しています。
第Ⅴ部では、デンソーのグループ企業、飛翔会第1・2部会加盟企業、その他協力企業の会社概要、取引状況、グループ企業各社の役
員氏名とデンソーとの人事交流などを調査・報告しています。
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本　　　社：〒453-0801　名古屋市中村区太閤 4 - 4 - 9　 TEL 052-451-8221㈹    FAX 052-451-8225

◆ 申 込 方 法

〈　キ　リ　ト　リ　〉

定 価 ：１０２，９００ 円


